
2023年10月30日

丸紅株式会社
サステナビリティ推進部長 橋本 昌幸

丸紅グループの気候変動対策への貢献
(TCFD提言に基づく情報開示)について
「気候関連財務情報開示を企業の経営戦略に活かすための勉強会 第３回 TCFDと経営戦略の統合」資料
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■丸紅グループの概要（会社概要）

（2023年3月31日現在)

● 創業 1858年 5月

● 資本金 263,324百万円

● 従業員数 4,340名

● 設立 1949年12月1日

● 所在地
〒100-8088

東京都千代田区大手町一丁目4番2号

● 連結対象会社 480社

● 代表者 柿木 真澄

● 日本および海外事業所

 海外現地法人*（東京本社を含む）

131拠点
本社、国内支社・支店・出張所12カ所、海外支店等55カ所、

海外現地法人29社およびこれらの支店等34カ所

● グループ従業員数 45,995名
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■丸紅グループの概要（組織図）
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■丸紅グループのセグメント別 損益の状況(2022年度・2021年度 実績対比)

（出典：2022年度決算IR資料より抜粋）

https://www.marubeni.com/jp/news/2023/release/data/202305081-2J.pdf
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●拠点

Europe＆CIS

Asia Japan

Oceania

Middle
East

Africa

North & Central 
America

South America

North & Central
America

Guatemala City
Houston
Los Angeles
Mexico City
New York
Omaha
Queretaro
Silicon Valley
Toronto
Washington, D.C.

South
America

Belo Horizonte
Bogota
Buenos Aires
Caracas
Habana
Lima
Rio de Janeiro
Salvador
Santiago
Sao Paulo

Southwest
Asia

Bengaluru
Chattogram
Dhaka
Goa
Karachi
Kolkata
Lahore
Mumbai
New Delhi

ASEAN

Bangkok
Hanoi
Ho Chi Minh
City
Jakarta
Kuala Lumpur
Kuching
Manila
Nay Pyi Taw
Phnom Penh
Singapore
Vientiane
Yangon

Oceania

Auckland
Melbourne
Perth
Sydney
Port Moresby

日本

札幌
仙台
東京
静岡
浜松
富山
名古屋
大阪
福山
広島
今治
福岡
沖縄

Europe &
CIS

Almaty
Astana
Athens
Bucharest
Budapest
Dusseldorf
Hamburg
Helsinki
Khabarovsk*
Kyiv
London
Lisbon

Milan
Moscow*
Paris
Prague
Risley
Tallinn
Tashkent
Vladivostok*
Warsaw
Yuzhno-
Sakhalinsk*

Middle East
& Africa

Abidjan
Abu Dhabi
Accra
Addis Ababa
Alger
Amman
Baghdad
Cairo
Casablanca
Doha
Dubai

Istanbul
Johannesburg
Kuwait City
Lagos
Luanda
Maputo
Muscat
Nairobi
Riyadh
Tehran
Tel Aviv

China /
East Asia

Beijing
Changchun
Chengdu
Dalian
Guangzhou
Hefei
Hong Kong
Kunming
Nanjing
Qingdao
Seoul
Shanghai
Shenzhen
Taipei

Tianjin
Ulaanbaatar
Wuhan
Xiamen

（2023年4月1日現在）*新規ビジネス凍結中。当社は日本政府が国際社会と協調する制裁方針を遵守致します。

■丸紅グループの概要（グローバルネットワーク）
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■「気候変動長期ビジョン」に向けた取組み

Positive Impact

■ 2021年3月、気候変動長期ビジョンを公表

丸紅グループの目指す姿：ネットポジティブ

気候変動問題に対してポジティブインパクトを創出し、成長する企業グループ

①2050年までにGHG排出ネットゼロを達成 ②事業を通じた低炭素・脱炭素化への貢献

Net ZERO Emissions

▪ 石炭火力発電事業の脱炭素化に向けた取組み

▪ 森林事業による炭素蓄積量増大とネガティブエミッションへの取り組み

▪ 気候変動対策のための指標と目標

丸紅単体・連結子会社
（Scope１・Scope２）における
2019年度CO₂排出量約100万トン
を総量ベースで５割削減

石炭火力発電事業によるネット
発電容量半減のタイミングを
2025年に前倒しし、
2050年までにはゼロに

丸紅グループの関連投資先
（Scope3 カテゴリ15[投資]）の
2019年度CO₂想定排出量
約3600万トンを
総量ベースで２割削減

植林地・管理林のCO₂蓄積量拡大
と植林資産の多目的利用などによる
固定量の拡大

＜GHG排出ネットゼロの対象範囲全体で2019年度比2割削減を目指す＞

●2030年に向けたアクションプラン
エネルギー供給 エネルギー需要

土地利用

脱炭素社会の基盤となる
エネルギーシステム

幅広い産業における
GHG排出抑制・削減

持続可能な
アグリインプット事業・森林経営

Crossvalue
知の掛け
合わせによる

創出価値最大化

▪ ポジティブインパクト創出を具体化し企業価値向上に

繋げるため、中期経営戦略（GC2024）において

「グリーン戦略」を策定。
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■TCFD提言に基づく情報開示（戦略・シナリオ分析）

✓ 気候変動の影響を受ける可能性及び丸紅グループへの影響度(資産規模、収益規模等)が相対的に高い9
事業を選定し、現行シナリオと移行シナリオにおける事業環境と、その事業リスク及び機会への対応についてシ
ナリオ分析を実施。

✓ 丸紅グループの事業ポートフォリオは多岐に分散されており、特定の産業やビジネスに固有のリスクがグループ
全体の財務状況に与えうる影響は限定的。

✓ 適切なリスク管理を継続的に強化し、気候変動に対するレジリエンスを更に高めていく。
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■TCFD提言に基づく情報開示（戦略・シナリオ分析）

✓ 事業環境が大きく変化した際に、新たなビジネス機会及び事業の耐性を客観的に評価する観点から、
IEA(国際エネルギー機関)及びIPCC(気候変動に関する政府間パネル)の各種報告書に掲載されている
以下のシナリオを主に参照。
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■TCFD提言に基づく情報開示（戦略・シナリオ分析）
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10

以下、参考資料
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■TCFD提言に基づく情報開示（ガバナンス）
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■TCFD提言に基づく情報開示（リスク管理）
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■TCFD提言に基づく情報開示（戦略・気候変動長期ビジョン）
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■TCFD提言に基づく情報開示（指標と目標他）
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